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【各地区理事から】（抜粋）
［山形］
・�若手（２０～３０代）の育成のため、年２回の研修を実
施。事前アンケートをもとにグルーピングし、建設
的な意見交換ができるようにしている。また、今年
度から新採教頭研修会も実施し、学校を支える役割
の教頭の育成にも取り組んでいる。

［上山］
・�校長会として学校経営研修会（模擬面接）やミドル
リーダー研修会を実施。後者は同じメンバーが集ま
る傾向があり、見直しを進めている。

［東村山］
・�校長会主催で管理職候補を対象にして行ってきた研
修会を、次期管理職候補も対象に入れて、管理職候
補者選考のためだけの研修ではなく、中堅教員向け
にもなるような研修会を実施している。

［西村山］
・�個別の面談を重視し、ライフステージに応じた研修
を奨励。学校運営研修会を１日開催し、ミドルリー
ダーや若手教員の育成を目指している。

［北村山］
・�現任校では、全教員が多様な研修に参加できるよう
計画的に声をかけ、研修会に参加させている。

・�ミドルリーダー向けには教育法規に関する研修をA
講座と合同で実施している。

［米沢］
・中堅教員研修会やミドルリーダー研修会を実施。
・若手向けには研究授業を通して学ぶ機会を提供。
・�教員に「自分で探した研修に行く」ことを推奨し、
複数人での参加を認めている。

［西置賜］
・�長井市では市町村教育委員会が ICTや特別支援の
推進校を指定し、研修会を実施している。

・�同学年研修会を継続的に開催し、学年担任の育成に
繋げている。　

［田川］
・�教頭候補者選考の対象者向け「経営研」と若手向け
「運営研」を実施。

・�小中の校長・教頭合同研修会を開催し、市からの教
育施策について聞く機会を設けている。

［最上］
・�研修を領域ごとにまとめた一覧シートを作成し、受
講したい研修を選びやすいようにしながら、それぞ
れの教員と話し合って研修できるようにしている。

★�Plant を活用した研修履歴の蓄積と受講奨励の推進
に、今後も取り組んでいく。

　研修課題

　「教職のキャリアステージに
　　　　　　応じた受講奨励」について

 話題提供　 飽海地区校長会　佐藤　寿尚 理事
� （酒田市立亀ケ崎小学校）
【話題提供の趣旨】
　令和５年度より開始された「研修履歴を活用した
対話による受講奨励」も３年目となり、徐々に成果
と課題が明らかになってきた。そこで、若手、中
堅、ベテラン、管理職候補等、それぞれのキャリア
ステージの教員に対しての受講奨励の在り方につい
て、各県の取組の状況や成果と課題等の情報交換を
し、研修の場とする。
【話題提供】
１　研修履歴の活用について
　〇対話による受講奨励の重要性
　・�本校では研修受講者が21名、51件の研修履歴を

確認している。
　・�各学校で重要視されている「対話による受講奨

励」について、改めてその重要性を確認している。
　・�他校や近隣の小学校の授業研究会など、身近な場

所での学びを複数で参加することも重要である。
２　酒田市における教育・研修の取組
　⑴　地区の教育連携と今後の見通し
　〇酒田市教育委員会との連携
　・�段階的に義務教育学校を設置していく方針である。
　・�３年後に５校が１校に統合される見通しである。
　・�その後、小・中学校が義務教育学校に移行して

いく予定である。
　⑵　小学校長会での研修講座について
　〇概要
　・�学校運営講座ＡとＢを企画・実施している。
　・�講座Ａ：教頭候補者選考を視野に入れた職員向
けの実践的な研修。

　・�講座Ｂ：若手職員の背中を押すための研修。参
加者が固定化する傾向が課題。

　〇講座内容と効果
　・�講座Ａ：年５回開催（６月〜10月）。受講者が
自身の業務と研修内容の関連性を意識するよう
になった。社会の変化や教育施策の背景を受講
者が自分ごととして理解する様子が見られた。

　・�講座Ｂ：年３回開催（８月、11月、１月）。受
講者が実践リーダーや中核となる教員としての
専門性を高めることが期待される。しかし、法
令や規則に基づく学びが不足している点が懸念
されている。

　〇課題
　・�資質が高くても、受講を希望しない教員が増え
ている。校長は、学校経営者の育成が自身の責
務であることを再認識し、受講希望者が増える
ような職場環境づくりに努める必要がある。

（4） 　令和７年10月１日� 第　173　号山 形 県 連 小 会 報


